
★
★
平
成
十
九
年
『
路
』
年
間
賞
★
★

〈
選
考
委
員
〉
伊
藤
我
流
・
岩
淵
黙
人
・
内
平
登
代
子
・
江
澤
多
香
子

加
藤
佳
子
・
金
子
美
知
子
・
小
泉
正
巳
・
佐
々
木
彩
乃
・
佐
藤
賴
昭

高
橋
里
江
子
・
瀧

正
治
・
中
野
沙
千
古
・
藤
原
和
美
・
堀
井

勉

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

最
高
賞
（
賞
状
・
入
賞
句
彫
刻
楯
）

ま
だ
何
か
降
っ
て
る
傘
は
た
た
め
な
い

小
泉

正
巳

◎
登
代
子
、
◎
沙
千
古
、
△
我
流
、
△
黙
人
、
△
彩
乃

優
秀
賞
（
賞
状
・
入
賞
句
彫
刻
楯
）

人
生
訓
も
う
屑
籠
は
満
杯
だ

小
泉

正
巳

◎
佳
子
、
○
里
江
子
、
○
和
美
、
○
正
治
、
△
登
代
子

二宮　茂男
ノート
上にある矢印でページをめくってください。虫眼鏡または＋で拡大表示できます



次
点
（
高
点
順
）

人
間
の
音
を
探
し
て
い
る
水
辺

岩
淵

黙
人

◎
我
流
、
◎
和
美
、
○
彩
乃

寛
大
に
な
れ
と
言
っ
て
る
秋
の
天

後
藤

洋
子

◎
我
流
、
◎
佳
子
、
○
賴
昭

相
槌
の
一
つ
は
冬
の
色
だ
っ
た

荻
原

鹿
声

◎
彩
乃
、
○
正
巳
、
△
美
知
子
、
△
多
香
子

ま
た
ひ
と
り

も
う
で
て
こ
な
い
か
く
れ
ん
ぼ

金
澤

紀
六

◎
黙
人
、
○
彩
乃
、
○
佳
子

空
一
枚
半
分
ほ
ど
は
泣
き
じ
ゃ
く
り

伊
藤

我
流

◎
和
美
、
◎
彩
乃

成
仏
を
ま
だ
で
き
な
い
で
い
る
昭
和

金
澤

昭

○
美
知
子
、
○
登
代
子
、
△
和
美
、
△
正
治

敬
語
か
ら
バ
ラ
バ
ラ
落
ち
る
石
つ
ぶ
て

渡
辺

貞
勇

○
美
知
子
、
△
勉
、
△
里
江
子
、
△
正
巳
、
△
彩
乃

や
わ
ら
か
い
言
葉
を
探
す
朝
の
皿

佐
々
木
彩
乃

◎
正
巳
、
○
沙
千
古
、
△
黙
人

説
を
曲
げ
風
船
の
気
を
抜
い
て
み
る

佐
々
木
彩
乃

◎
賴
昭
、
△
登
代
子
、
△
多
香
子

勝
ち
組
も
負
け
組
も
な
い
花
筵

谷
田
部
富
義

◎
賴
昭
、
△
登
代
子
、
△
里
江
子

野
の
花
も
名
花
も
同
じ
空
の
下

高
橋
里
江
子

◎
美
知
子

少
年
の
し
っ
尾
を
つ
け
た
ま
ま
老
い
る

吉
澤

和
子

○
我
流
、
○
里
江
子
、
△
登
代
子

天
を
見
る
地
を
見
る
水
仙
の
視
界

江
澤
多
香
子

◎
正
巳
、
△
沙
千
古

や
せ
犬
が
差
し
出
し
た
掌
を
嗅
ぎ
分
け
る

内
平
登
代
子

◎
美
知
子

菜
箸
の
先
か
ら
伸
び
て
い
く
迷
路

渡
辺

貞
勇

○
黙
人
、
○
沙
千
古

大
声
で
海
と
喧
嘩
を
し
て
み
た
い

大
橋

政
良

◎
黙
人

赤
ち
ゃ
ん
の
独
演
会
に
家
族
の
輪

西
澤
八
寿
王

◎
勉

持
ち
駒
の
中
に
金
魚
も
象
も
い
る

岡
田

話
史

◎
正
治

未
来
図
は
モ
ザ
イ
ク
掛
け
た
ま
ま
が
い
い

中
野
沙
千
古

○
多
香
子
、
△
美
知
子

鈍
感
と
フ
ァ
ジ
ー
が
舟
を
漕
い
で
い
る

望
月

弘

◎
里
江
子

骨
の
な
い
人
だ
け
入
る
核
の
傘

原

新
平

◎
勉

振
り
向
け
ば
夢
の
欠
片
か
遠
花
火

木
村

紀
夫

◎
正
治

か
さ
か
さ
の
街
に
も
あ
っ
た
花
言
葉

荻
原

鹿
声

◎
多
香
子

給
食
の
皿
に
転
が
す
基
本
法

岡
田

話
史

◎
里
江
子



シ
ャ
ボ
ン
玉
割
れ
て
大
人
に
な
る
ん
だ
よ

伊
藤

我
流

◎
登
代
子

冬
眠
を
知
ら
な
い
ヒ
ト
が
核
を
抱
く

高
橋
里
江
子

◎
沙
千
古

子
育
て
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
ば
か
り
求
め
ら
れ

堀
井

克
子

◎
多
香
子

だ
ん
だ
ん
と
義
母
が
素
直
に
な
る
不
安

妹
尾

安
子

○
賴
昭
、
△
我
流
、
△
佳
子

嫌
わ
れ
る
理
由
が
分
か
ら
な
い
毛
虫

二
宮

茂
男

○
沙
千
古
、
△
我
流

一
面
も
二
面
も
神
の
霞
む
記
事

堀
井

克
子

○
里
江
子
、
△
正
巳

雑
巾
を
絞
る
と
ど
っ
と
出
る
不
満

佐
藤

賴
昭

○
登
代
子
、
△
正
治

負
け
て
来
た
そ
の
日
を
秘
密
基
地
に
す
る

瀧

正
治

○
登
代
子
、
△
和
美

人
情
を
沸
か
し
続
け
て
い
た
土
瓶

松
方

尚
義

○
和
美
、
△
彩
乃

淋
し
さ
は
真
っ
赤
な
風
呂
敷
に
つ
つ
む

和
泉
あ
か
り

○
佳
子
、
△
黙
人

繕
っ
て
晒
し
て
明
日
の
画
布
に
す
る

内
平
登
代
子

○
正
治
、
△
多
香
子

折
れ
そ
う
な
背
中
に
父
の
遠
太
鼓

渡
部
ト
ミ
子

○
美
知
子

多
数
決
、
真
の
気
骨
を
積
み
残
す

内
平
登
代
子

△
正
治
、
△
沙
千
古

骨
に
な
る
時
を
少
う
し
考
え
る

荻
原

鹿
声

○
黙
人

胡
桃
二
個
老
い
て
励
ま
し
合
っ
て
い
る

瀧

正
治

△
賴
昭
、
△
彩
乃

お
み
く
じ
は
大
吉
と
出
て
そ
れ
っ
き
り

大
橋

政
良

○
多
香
子

シ
ン
プ
ル
な
暮
ら
し
か
ら
出
る
粗
大
ゴ
ミ

二
宮

茂
男

○
正
巳

海
へ
出
る
嬉
し
い
日
よ
り
淋
し
い
日

後
藤

洋
子

○
佳
子

丸
ば
つ
を
拾
い
集
め
て
忙
し
い

藤
原

和
美

△
彩
乃
、
△
沙
千
古

輪
の
中
で
カ
メ
に
は
カ
メ
の
呼
吸
法

吉
澤

和
子

○
正
治

満
腹
の
心
を
つ
つ
く
爪
楊
枝

藤
原

和
美

○
正
巳

告
白
の
チ
ャ
ン
ス
最
寄
り
の
駅
で
待
ち

阿
部
闘
句
郎

○
我
流

温
泉
に
つ
か
る
と
猿
と
お
な
じ
貌

金
澤

紀
六

○
勉

生
き
て
い
る
限
り
終
わ
ら
ぬ
後
始
末

岩
渕

不
弁

○
勉

苗
床
を
出
て
か
ら
太
く
な
る
根
っ
こ

野
村

春
香

△
美
知
子



ハ
ン
ド
ル
を
握
る
と
人
が
邪
魔
に
な
り

加
藤

佳
子

○
賴
昭

瀬
戸
際
に
立
つ
と
尻
尾
を
振
る
鬼
で

田
中
寿
々
夢

○
彩
乃

休
肝
日
サ
サ
サ
と
終
わ
る
夜
の
膳

佐
藤

賴
昭

○
勉

カ
ミ
ソ
リ
で
薄
く
は
が
し
て
い
る
む
か
し

角
田

誠

○
黙
人

譲
れ
な
い
一
線
が
あ
る
喉
仏

日
野

輝
紀

△
美
知
子

誰
か
と
の
約
束

冬
の
バ
ラ
一
つ

吉
澤

和
子

○
和
美

酸
化
し
た
夫
婦
が
捜
す
同
じ
夢

芹
沢
美
知
子

○
多
香
子

ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
る
と
覗
く
万
華
鏡

堀
井

勉

○
我
流

前
向
き
に
生
き
れ
ば
と
き
に
恥
も
か
く

佐
藤

賴
昭

△
美
知
子

進
化
論

三
度
が
三
度
に
ぎ
り
飯

神
谷
三
八
朗

△
正
巳

身
の
丈
へ
お
椀
の
舟
が
丁
度
い
い

伊
藤

我
流

△
正
治

な
ぞ
な
ぞ
の
答
え
の
先
に
い
た
家
族

後
藤

洋
子

△
黙
人

し
が
ら
み
の
眉
間
を
抜
け
る
青
い
風

佐
々
木
彩
乃

△
我
流

Ｉ
Ｔ
に
馴
染
め
ず
部
下
の
草
履
取
り

伊
藤

英
龍

△
里
江
子

手
鏡
が
正
直
す
ぎ
て
深
呼
吸

木
村

道
子

△
勉

投
げ
や
り
な
言
葉
の
裏
が
あ
た
た
か
い

佐
々
木
彩
乃

△
和
美

け
っ
き
ょ
く
は
許
し
て
鍋
を
磨
い
て
る

横
田

藍

△
佳
子

し
な
や
か
に
あ
な
た
の
た
め
に
間
引
か
れ
る

岩
淵

黙
人

△
我
流

行
列
を
離
れ
て
光
り
出
す
鞄

荻
原

鹿
声

△
和
美

何
の
彼
の
時
代
な
ん
だ
よ
非
常
識

滝
口

宗
忠

△
里
江
子

茶
柱
の
斜
め
を
好
き
に
な
ら
な
く
ち
ゃ

和
泉
あ
か
り

△
勉

銃
口
の
先
に
無
口
な
射
程
距
離

高
橋
里
江
子

△
和
美

蒼
天
の
四
隅
し
っ
か
り
止
め
て
お
く

伊
藤

我
流

△
沙
千
古

自
己
主
張
私
ひ
と
り
の
ル
ビ
を
振
る

保
田

二
郎

△
佳
子

薄
型
の
テ
レ
ビ
ひ
ら
ひ
ら
舞
う
笑
い

小
泉

正
巳

△
賴
昭



風
向
き
に
揺
れ
て
蓑
虫
生
き
上
手

矢
田
た
つ
子

△
賴
昭

山
頭
火
減
っ
た
よ
君
の
青
い
山

緒
方

一
雄

△
正
巳

私
の
似
顔
絵
描
け
ば
雨
に
な
る

大
黒
谷
サ
チ
エ

△
正
巳

あ
と
が
き
は
妻
の
背
中
に
貼
っ
て
あ
る

望
月

弘

△
黙
人

定
年
後
自
由
が
だ
ん
だ
ん
怖
く
な
る

斎
藤

孝

△
多
香
子

気
の
お
け
ぬ
酒
で
尻
尾
を
遊
ば
せ
る

砂
糖

賴
昭

△
勉

神
仏
が
見
え
れ
ば
ボ
ク
が
消
え
る
番

岩
渕

不
弁

△
登
代
子

自
画
像
の
額
を
変
え
て
も
僕
は
ボ
ク

瀧

正
治

△
沙
千
古

真
実
は
び
っ
く
り
箱
の
中
ら
し
い

木
村

紀
夫

△
里
江
子

介
護
車
が
目
立
つ
か
つ
て
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

荻
原

鹿
声

△
賴
昭

禁
煙
を
果
た
し
青
空
深
く
吸
う

金
澤

昭

△
多
香
子

嫁
姑
ア
メ
が
行
っ
た
り
来
た
り
す
る

和
泉
あ
か
り

△
勉

心
音
が
一
列
に
な
る
朝
の
駅

中
野
沙
千
古

△
佳
子

踏
ま
れ
ゝ
ば
尚
更
燃
え
る
草
の
意
地

矢
田
た
つ
子

△
正
治

木
枯
ら
し
の
中
で
芽
吹
い
た
土
性
骨

木
村

紀
夫

△
賴
昭

父
の
壁
外
す
と
居
間
に
通
る
風

瀧

正
治

△
佳
子

選
考
の
経
緯
方
法
は
、
次
の
通
り
で
す
。

一
、
選
考
対
象
句
は
、
「
路
」
誌
「
５
１
６
号
（
平
成
十
九
年
二
月
号
）

～
５
２
７
号
（
平
成
二
十
年
一
月
号
）
」
の
推
薦
句
。

二
、
選
考
委
員
は
、
十
句
（
特
薦
二
句

各
四
点
、
秀
逸
三
句

各
二
点
、

佳
作
五
句

各
一
点
、

但
し
、
主
宰
は
そ
れ
ぞ
れ
に
一
点
を
加
算
す

る
。
）
を
推
薦
す
る
。

合
計
点
の
高
い
順
に
、
最
高
賞
、
優
秀
賞
各
一
句
を
主
宰
が
決
め
る
。

上
位
が
同
点
の
場
合
は
、
主
宰
が
一
句
に
決
定
す
る
。

前
記
の
資
料
を
「
編
集
幹
事
会
議
」
へ
提
出
し
て
確
認
を
得
た
。

（
整
理

二
宮

茂
男
）




